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楽しく、幸せに生きる「究極の方法」は、 

「あれこれ考えないこと！」 

 ってことは、考えるって、良くないこと？ 
 

最近、NHKBS プレミアムで何人かの女優さんが、日頃の生活

から離れて各地のお寺を宿坊に数日間座禅を組み、自分の心中

を話しながら頬に涙する様を見て、ふと感じるものがありまし

た。 

確かに芸能界というところは、我々の想像を絶するほどに過酷

な世界だときいたことがあるけれど･･････。 

ところで、我々人間の思い出すことの約八割は何と嫌なこと。 

しかもこの比率は年を取るほど増え、70 代、80 代になると思

い出すのは殆どが嫌なことになっているという結果もあるほど

で、実に多くの人が「人生をやり直したい」.「こんなはずじゃ

なかった」,「周囲の人が羨ましい」などと思っていて、自分の

過去は良くなかったと悔いているんだとか。 

確かに、あれこれ考えることで頭の中が妄想の雲で満たされ、

まともに考えることが出来なくなり、知恵がついてくると考え

すぎてますます悩みが膨れ上がるから、考えること自体が、妄

想や煩悩の根源となるということは、理解できますね。 

しかし、「考えない」ということは決して容易にできることで

はないですよね。 生まれてからこの方ず～っと考えろ！覚えろ

という教育を受けてきて、今になって考えないようにしろっ！

言われてもねぇ～。 

だから、坐禅なのかぁ～！ 

元来、禅の大切な教えは「不思善、不思悪」。つまり、良いこ

とも、悪いことも考えない！ そして、ものごとを考えないよ

うにするため手段が、「坐禅」であり、坐禅の本来の目的が

「考えないこと」なんだそうです。 

この機会に一度坐禅を組んで自分の心と真摯に対話し、積もり

積もった遺恨を拭い去るために、大きく「むぅ～」声を出しな

がら、「無」の境地を探求してみるのも、良いかもしれません

ね。 

 

会長 山元 弘道 

親つばめ 

五色の吹き流しと竿飾り 
 
吹き流しや竿の先端の飾り

ものは、今では鯉のぼりの

付属物の感がありますが、

本来はこちらが主。 

端午の節供は元々、悪月の

邪を払う行事・忌み籠もり

の行事。五色の吹き流しは

「邪気を祓う呪い」であ

り、竿飾りは「忌み籠も

り」している家の目印とし

てつけたものではないかと

考えられています。 

 

吹き流しの色は五色。この

色は五行説から出たもの。

配色とその色が象徴するも

のは次のとおり。 

青色 木・春 

赤色 火・夏 

黄色 土・土用 

白色 金・秋 

黒色 水・冬 

これらの五色は森羅万象全

てを表象するもの、永遠の

安定性をあらわす物とし

て、邪を祓う強力な力を持

つものとされ、中国から伝

来したものと思われます。 
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全肢連が公益法人移行認可、一般社団法人として新年度をスタート 
一般社団法人への公益法人移行が認可され、平成24年４月１日より、「一般社団法人全国肢

体不自由児者父母の会連合会」に名称が改称となり、新執行部で新年度がスタートした。 

また、公益法人移行に伴う主要事業の概要は下記の通り。 

１．肢体不自由児者が地域で普通に暮らすことができる環境をつくる事業 

ア．全国大会並びブロック大会の開催 

イ．総会、理事会、専門委員会、研修会など各種会議の開催。関係諸団体との連携 

２．肢体不自由児者福祉に関する社会的啓発事業 

ア．機関誌、広報誌、指導誌等の発行 

イ．インターネットによる情報の集散 

ウ．ふれあいの輪を広げるキャンペーン 

３．支部父母の会育成強化に関する知識の普及と助成事業 

ア．支部父母の会で実施する療育事業等への助成 

イ．海外の障害者団体との交流事業 

４．肢体不自由児者と家族の生活の質を高める事業 

ア．生活の質を高める各種事業 

障害者総合支援法案、衆議院厚労委員会で可決 
障害者総合支援法案の国会審議が４月17日に始まり、衆

議院厚生労働委員会で18日、修正の上、民主・自民・公

明各党の賛成で可決された。しかし、実態は国が自立支援

法違憲訴訟団と基本合意していた自立支援法の「廃止」で

はなく「一部改正」で、内容も「障害者らの提言が反映さ

れていない」と批判が強い。同法案は４月26日衆議院で

可決され参議院に送られた。今後の法案審議日程は、最短

では、５月８日の厚生労働委員会での主旨説明、10日の

委員会審議・採決、翌11日本会議可決・成立が予定され

るが８日の厚生労働委員会の開催さえも決まっていない。 

一方、法律の名称を自立支援法から総合支援法に変えただ

けで、自立支援法を廃止したと言えるかについては、４月

18日の審議で小宮山洋子厚労大臣が「訴訟になった最大

の理由の応益負担が応能負担に平成22年に抜本改正さ

れ、法律の名称も基本理念・目的も変えるので廃止だ」と

強調。しかし名前を挿げ替えただけの法案には、納得いか

ない。 

障がい者制度改革推進

会議差別禁止部会が中

間 整理 
政府は、障害者権利条約を批

准するために整備する国内法

の一つに、差別禁止法の制定

を挙げ、平成25年の法案提

出を目指すと平成22年６月

に閣議決定された。これを受

け部会は平成22年11月に議

論を開始。今後の取りまとめ

に向け今回は、これまでに出

た意見を整理する作業を開始

した。なぜ差別禁止法が必要

かについては、「憲法や障害

者基本法で差別が禁止されて

いても裁判規範性は弱く救済

手続きもない」「現実に差別

事例があり放置しておくべき

でない」などの意見があった

ことが明記された。 

26府県で相互利用を開始～障害者用駐車場 
障害者用駐車場に自動車を止める障害者らに自治体が交付する「駐車場利用証(パーキング

パーミット)」が４月１日から26府県で相互に利用できるようになった。 

利用証は、障害者用駐車場を必要としない人が車を止めることを防ぐため、本当に必要な人

に自治体が交付するもの。利用証を持たない車が駐車すると、協力駐車場の管理者がその運

転手に注意する。全国に先がけて平成18年７月に導入した佐賀県によると、平成24年１月

現在、24府県で交付された利用証は約20万枚。協力駐車場のある施設は民間・公共合わせ

て約16,000カ所に上るという。 

相互利用が可能になるのは、岩手・山形・福島・茨城・栃木・群馬・新潟・福井・京都・兵

庫・鳥取・島根・岡山・広島・山口・徳島・香川・愛媛・高知・福岡・佐賀・長崎・熊本・

大分・宮崎・鹿児島の26府県。なお、交付対象者の範囲や利用証のデザインは統一しない。 
 



☆宮崎市肢体不自由児・者父母の会総会開催 

平成 24 年 4 月 26 日（木）に、宮崎市心身障害者福祉会館

2 階会議室において、平成 2４年度宮崎市肢体不自由児・者

父母の会の総会が、会員の三分の二以上の出席(委任状を含

む)で開催しました。 

審議事項は、平成 23 年度事業報告、決算報告、平成 24 年

度事業計画、予算計画、新役員で、承認可決されました。 

総会に欠席されました会員の皆様へは、総会資料は親つばめ

などと一緒にお手元にお届けをさせて頂きます。 

   
 

☆障がい福祉制度改正についての勉強会 

平成 24 年 4 月 26 日(木)の父母の会総会終了後に、障がい

福祉制度改正に伴う勉強会を開催しました。 

宮崎市障害福祉課より、甲斐様、久保野様のお二人にお越し

いただき勉強会を開催させて頂きました。 

１）前半 今回の制度改革について、準備して頂いた資料に

基づいて、事細かに説明をして頂きました。 

資料の必要なかたは、事務局に準備してありますのでお渡

しできますので申し出てください。 

２）後半 事前に幾つか質問事項を出していましたので、そ

の内容に沿う形で詳細について説明をして頂きました。 

①通園児に対して給付されていた日中一時支援利用単位半

減した問題について 

  →平成 23 年度までは宮崎県管轄で本来あるべき支給単

位を超える給付決定がされていたが、平成 24 年度か

らは宮崎市に支給決定権が移行した伴い、本来の決め

られた給付単位数に修正したため単位が半減した。 

   20 単位から 10 単位に減らした大きな原因は、不公

平是正が大きな目的であるとのこと。 

   なお、実施は 7 月 1 日からとなったが、どうしても仕

事の関係などで対応が難しい場合には、市障害福祉課

と個別に相談をしてくださいとのこと。 

②宮崎市発達支援ｾﾝﾀｰ通園部の名称が変更になったのか   

→従来から使用していた「おおぞら」が発達支援ｾﾝﾀｰの   

総称であったために、制度が変わったことを機に通園

部の名称を保護者から公募して「すぴか」とした。 

  ③移送サービス利用について 

   →移送サービス利用については、事業所の負担軽減も勘

案し利用制限が設けられているが、緊急時などに移送

サービス利用が必要な場合は、外出介護１０時間の申

請が可能なので、相談の上申請をしてほしい。 

☆今年の福祉大会は 7 月に開催日程変更 

例年福祉大会は年度末に開催をしていましたが、今年からは 

開催時期を早め、7 月頃の開催を予定しています。 

今年のテーマは「災害時要援護対策としてのヘルプカードの 

導入並びに普及について」を予定しています。詳しくは改め 

てお知らせします。 

３ 

男の子の節供へ 

元々は女性のための節供

だった端午の節供が「男の

子の節供」に変化した理由

は、武家社会の発達のため

だったようです。 

端午の節供とは切っても切

れない植物、「菖蒲（しょ

うぶ）」が「尚武（しょう

ぶ）」に通じる（元々武

張った行事が多かったこと

でもあるし）として、武家

ではこの日に幟などをたて

て子々孫々までの武運を祈

るようになったとか。 

また、桃の節供が女の子の

節供として定着しているこ

とから、男の子の節供も必

要と考えたのでしょうか。 



みんなの広場 

重症心身障害児・者の定義をご存知でしたか。 
重度の肢体不自由と重度の知的障害とが重複した状態を重症心身障害といい、その状態の子ど

もを重症心身障害児といいます。さらに成人した重症心身障害児を含めて重症心身障害児(者)

と定めています。これは医学的診断名ではなく児童福祉での行政上の措置を行うための定義で

す。重症心身障害児(者)の数は、日本ではおよそ 38,000 人いると推定されています。 

◆ 障害の原因 

重症心身障害の発生原因は様々で、現在用いられている原因分類は、生理的要因、病理的要

因、心理・社会的要因の三つに分別する考え方があり、また、出生前の原因(先天性風疹症候

群・脳奇形・染色体異常等)、出生時・新生児期の原因(分娩異常・低出生体重児等)、周生期以

後の原因(脳炎などの外因性障害・てんかんなどの症候性障害)に分類することがあります。 

重症心身障害児の発生数は、医学・医療の進歩充実により、減少するよりもむしろ増加し、そ

の理由として、超低出生体重児や重症仮死産などで、かっては死亡していた例が救命できるよ

うになったことが大きな要因と考えられています。幼児期の溺水事故や交通事故の後遺症に起

因するものも多くなっています。 

◆ 特徴（障害状態像） 

☆ 姿 勢  ほとんど寝たままで自力では起き上がれず、座位保持で座るのがやっと。 

☆ 移 動  自力では困難、寝返りも困難、座位での移動、車いすなど。 

☆ 排 泄  全介助（知らせることができない（70％）。始末不可（76％）。 

☆ 食 事  自力ではできない（スプーンで介助）。誤嚥を起こしやすい。  

  食事態 ＝ きざみ食、流動食が多い。 

☆ 変形・拘縮 手、足が変形または拘縮、側わんや胸郭の変形を伴う人が多い。 

☆ 筋緊張 極度に筋肉が緊張し、思うように手足を動かすことができない。 

☆ 健 康  肺炎気管支炎を起こしやすく、70％以上の人がてんかん発作を持つため、 

いつも健康が脅かされている。痰の吸引が必要な人が多い。 

☆ 趣味遊び 音楽、散歩、おもちゃ、ムーブメントが好き。 

☆ コミュニケーション 言語による理解が困難。意思伝達が困難、声や身振りで表現。 

表現力は弱いが、笑顔で応える（人の心が読める）。 

◆ 超重症児（者） 

 医学的管理下に置かなければ、呼吸をすることも栄養を摂ることも困難な障害状態にある人

をいいます。現在では在宅でも生活しています。 

☆ 呼吸管理 レスピレーター(人工呼吸器)管理、気管内挿管･気管切開(カニューレ設置)他。 

☆ 食事機能 中心静脈栄養、経管・経口全介助。 
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５月にお誕生日を迎えられるお友達です。 

お誕生日おめでとうございます♪  

２日，本田 ゆりさん        ・清武せいりゅう支援学校 

     ７日，福岡 翠さん         ・発達支援センター宙 

    １２日，前田 太さん         ・在宅 

    ２４日，土肥 守さん         ・清武せいりゅう支援学校 

    ２７日，中村 真紀さん        ・発達支援センター宙 

    ３１日，高野 優菜さん        ・発達支援センターおおぞら 

 

４ 

http://map.doko.jp/m/sc=60504262

